平成２８年第６回定例会会議録要旨
◆開催日時　　平成２８年６月２９日（水）　午後３時００分開会　
◆開催場所　　国富町農村環境改善センター　　Ｃ会議室
◆出席委員　　木下正明　　豊田畩光　　小田佳代　　二上由美　　丸山隆一
◆欠席委員　　な　　し
◆出席職員（事務局）　　井戸川行利　　瀬尾孝徳　　渡辺勝広　　馬乗園寛子　　
◆議　　案　　な　　し
◆教育長報告要旨（６月１日～６月３０日行事実績）
○６月２日（木）学校給食運営委員会

　本年度最初の会だったので、１６名の委員に委嘱状を交付し、平成２８年度給食会計予算につ
いての説明と、未納の取り扱いについて協議した。
○６月４日（土）みやざき県民総合スポーツ祭開会式
　県のスポーツイベントとしては最大で、県内各市町村からたくさんの参加があり、本町からは
２１０名の方が参加し交流と競技を行った。
○６月１４日（火）高齢者国富大学中央講座
　高齢者大学は各地区で行うものと中央で行うものとあるが、今回は中央講座ということで110
名ほどの参加があった。講師として、歌人の伊藤一彦先生にお出でいただいた。伊藤先生がテレ
ビなどでも活躍されている有名な方ということもあるが、１００歳前後の高齢者の方々が詠まれ
た短歌作品を紹介しながら、いかに充実して毎日を過ごすかという楽しいお話だったので、たい
へん講評で、参加された方が非常に喜んでおられた。

○６月１７日（金）町議会招集
　　　　　一般質問では、３名の議員から、新しいコミュニティセンター完成後の現在の中央体育館の活
用について、熊本地震を受けての学校の避難訓練のあり方について、古墳・文化財の活用法とし
て町外の中学校などから遠足にきてもらったらどうか、等の質問があった。また、経済的に恵ま
れない子どもたちのために無料塾が開設できないか、との質問もあった。
○６月２４日（金）学校支援訪問（本庄小学校）
　教育事務所から２名来ていただいた。今年から、これまでの計画訪問の在り方を見直し、形式
よりも内容を重視したものとなっている。
　
◆その他
◇各課長が７月行事について説明する。
◇給食の異物混入について
今年、異物混入と食中毒のマニュアルの見直しを行い、異物混入があった場合、学校からの報
告を徹底したので、例年よりも報告があった件数は若干増えており、今年４月からの給食の異物混入は現在１１件である。これらの案件は、食べる前に気がついたので、口には入れていない。
◇「夏休み補習教室」について　　　　　
一般質問で出された無料塾の取組みとして、「夏休み補習教室」を計画している。学習意欲は
あるが、さまざまな理由で学習機会にめぐまれない町内の子どもたちを対象に、無料で学校授業の補習指導を行い基礎学力の向上に寄与することを目的としている。一般質問のなかでは経済的にめぐまれない生活保護や母子家庭の子どもということだったが、今回は対象を限定せず、学力の定着していない子どもに学習の機会を提供することとしている。８月の上旬に５日間、改善センターと向陽団地内の集会室の２か所で行い、対象は小学校５・６年生と中学校１年生。学校の授業の補習という位置づけで、習得が不十分なものについて指導を行う。指導者は、退職校長、元教員の方、中学校の補助教員、社会人のボランティア等にお願いする。学校を通じて保護者にお知らせを配布し、参加希望者を募っているところである。

【教育長談】この件について、なにか一歩踏み出さねばと思っていた。４月の退職校長会に参加
させていただいた折にお願いしたところ、自分たちにできることならばと快諾していただいた。
今年は何も予算を組んでいないが、とにかく実施して、今後につなげようと考えている。社会教
育課でも夏休みに習字と図画の教室を３日間実施する計画があり、子供会のほうでも「みんなの
教室」という行事を実施するそうである。地域の皆で子どもたちのために何かをやろうという気
運が高まるといいなと思っている。
◇町立図書館による学校図書室へのレファレンスサービスについて
町立図書館には、１団体につき１回１００冊まで、１ヶ月間借りることができる「団体貸し出
し」の制度がある。この制度は司書補の有無にかかわらず、すべての学校が利用できる。必要
な本を探す手伝いや、本の内容についての問い合わせ、新規図書購入の要望など、学校からの相談に応じる態勢は十分に整っているが、ここ最近は学校からの貸し出しの申し込みや問い合わせはほとんどないようである。学校図書室の充実や、調べ学習の手段がパソコンに移行している関係で、学校側が町の図書館を必要とする場面が少なくなってきているのではないだろうか。いずれにせよ、学校側からの求めがないので今のところレファレンスサービスも行っていない、というのが現状である。
◇学校図書司書補と町立図書館の連携について
学校に司書補がいないから町立図書館を利用できていない、ということはないと考えるが、学
校から町立図書館への貸し出しの要望は今のところないようである。以前、団体貸し出しを利用
していた学校でも、学校図書司書補ではなく図書担当教諭が本を選びに来られていたので、司書
補のいない学校では、特に学校図書の分類・整理の面で大変であるとは聞いているが、町立図書
館との連携に支障が出ているという事実を耳にしたことはない。今後、学校と町立図書館との貸
し借りにおいて問題があれば、教育総務課が中心となって解決を図っていく用意はあるので、学
校からの要望があればすぐに対応したいと考えている。
　（閉会午後４時１０分）
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